
 
 

 
 
 
 
 

                 
 

                
  
 
 
 
 

法律における人工知能 

―チャンスとリスク― 
 
 

シンポジウム 

 
 

2022 年６月 10 日（金） 
 
 
 

会場 

早稲田大学 
早稲田キャンパス 27 号館 小野記念講堂 

〒169-8050 東京都新宿区戸塚町 1-104 
 

                   
 

シンポジウム言語：日本語およびドイツ語（同時通訳つき）  

独日法律家協会 ドイツ科学イノベーションフォーラム東京 

ドイツ連邦弁護士会 



 
 

日程案 
 
９時 参加者の受付開始（コーヒーをご用意） 

 

９時30分～9時45分 開会の辞 

 

 箱井崇史（Prof. Dr.） 

 早稲田大学法学学術院長・法学部長、東京 

 

 ヤン・グロテア（Dr.） 

 独日法律家協会名誉理事長 

 

9時45分～10時10分 ご挨拶 

 

 清田とき子 

 ベルリン日独センター副事務総長 

 

 スヴェトラナ・シャヴォロンコヴァ 

 弁護士、ドイツ連邦弁護士会シニア・リーガルアドバイザー 

 

 ラウラ・ブレーケン（Dr.） 

ドイツ学術交流会（DAAD）東京事務所副所長兼ドイツ科学・イノベーションフォーラム

東京副ディレクター 

 

 司会： クリストフ・ラーデマッハ（Prof. Dr.） 

  早稲田大学法学学術院法学部教授、東京 

 

第一部 商法への影響 

 

10時10分～10時40分 日本の状況 

 小笠原匡隆 

 弁護士、株式会社 LegalForce 代表取締役共同創業者、東京 

 

10時40分～11時10分 ドイツの状況 

 クリスティアン・レームケ（Dr.） 

 弁護士、ドイツ連邦弁護士会副会長、ハンブルク 

 

11時10分～11時25分 ディスカッション 

 司会： 田中幹夫 

  弁護士、日本弁護士連合会国際交流委員会副会長、東京 

 

11時25分～12時45分 昼食休憩 

 

 

 

 

 



 
 

第二部 民法への影響 

 

12時45分～13時15分 日本の状況 

 山口斉昭（Prof.） 

 早稲田大学法学学術院法学部教授、東京 

 

13時15分～13時45分 ドイツの状況 

 ヴォルフ＝ゲオルク・リンゲ（Prof. Dr.） 

 ハンブルク大学法学学術院法学部教授、ハンブルク 

 

13時45分～14時 ディスカッション 

 司会： 肥塚肇雄（Prof. Dr.） 

  早稲田大学法学学術院法学部教授、東京 

 

14時～14時30分 休憩 

 

第三部 刑法への影響 

 

14時30分～15時 日本の状況 

 遠藤聡太（Prof. Dr.） 

 早稲田大学法学学術院大学院法務研究科准教授、東京 

 

15時～15時30分 ドイツの状況 

 アルント・セィン（Prof. Dr. Prof. h.c.） 

 オスナブリュック大学法学部教授、オスナブリュック 

 

15時30分～15時45分 ディスカッション 

 司会： 井田良（Prof. Dr. Dres. h. c.） 

  中央大学大学院法務研究科教授、東京 

 

第四部 公法への影響 

 

15時45分～16時15分 日本の状況 

 田村達久（Prof.） 

 早稲田大学法学学術院法学部教授、東京 

 

16時15分～16時45分 ドイツおよび国際法の状況 

 セィリア・ヴォネキ（Prof. Dr.） 

 フライブルク大学法学部教授、フライブルク 

 

16時45分～17時 ディスカッション 

 司会： 岡田正則（Prof. Dr.） 

  早稲田大学法学学術院大学院法務研究科教授、東京 

 

17時～17時10分 閉会の挨拶   

 金子浩永 

 弁護士、独日法律家協会理事長、デュッセルドルフ 


